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広報展開
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ターゲット
 男性が家事・育児に参加する動機が強くなる時期（結婚〜妊娠〜出産〜出産後数年間）

にある若年層夫婦。

展開内容

1. 「夫婦が本⾳で話せる魔法のシート『○○家作戦会議』」の作成（P.2 参照）

2. 本シートを活⽤したワークショップの実施（P.3〜P.5 参照）

狙 い

 家事・育児は、各家庭・個⼈の状況により多様であることから、「男性の家事・育児」
参加を促進するためには、これまでの固定的な性別役割分担意識の払拭に加え、夫婦間
で本テーマに向き合うことが重要である。

 そこで、各家庭にあった「家事・育児」の在り⽅を夫婦で話し合うきっかけをつくると
ともに、相談する場を提供することで社会的気運を醸成する。



夫婦が本⾳で話せる魔法のシート「○○家作戦会議」
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開発の狙い

概 要

働き⽅や家庭での過ごし⽅など暮らし⽅への注⽬が⾼まる中、男性・⼥性個々の理想の⽣活と
現状のギャップを再認識し、⾃分とパートナーとのギャップを確認することで、将来のライフ
プランを⾒据えながら、各々の夫婦にあった家庭における役割シェアを楽しみながら検討する
きっかけとしてもらう。

シートに沿って、夫婦がそれぞれに「⽇頃の本⾳」「⽇常の時間の使い⽅」「家事・育児の負担」
などを記⼊してもらう。その上で、お互いのギャップを確認し、将来の希望の⽣活を⾒据えながら、
家庭内の役割シェアやその棚卸を⾏う。

PART.1 素直な気持ちを伝えてみよう
⾃分がどんな暮らしをしているのか、空欄を埋めて、パート
ナーとシェアします。

PART.2 2⼈の今を再確認
現在の時間の使い⽅と理想の時間の使い⽅を書き出し、理想に
近づける⽅法を考えます。

PART.3「家のこと」のシェアの仕⽅を考えよう
家事・育児の項⽬を洗い出し、分担度合や負担になっている
ことなどを確認します。

PART.4 3年後の⾃分たちを想像してみよう
こうありたい姿を具体的に想像しながら、家族のこれからに
ついて2⼈で会話し、3年後の未来について思い描きます。

▲夫婦が本⾳で話せる魔法のシート「○○家作戦会議」の⼀部分



夫婦が本⾳で話せる魔法のシート「○○家作戦会議」ワークショップの開催
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イベントの概要
 夫婦が本⾳で話せる魔法のシート「○○家作戦会議」を活⽤し、20歳代〜30歳代ご夫婦を中⼼

に、マスコミ向けイベントを10⽉23⽇（⽇）に開催。（参加者数16組32名）
 第１部では、シートへの記⼊を通して家事・育児のシェアについて相談してもらうとともに、

シェアする際のポイントについて学ぶワークを実施。
 第２部では、家事シェアの実践編として、「男性でも始めやすい役割シェアの第⼀歩」をテー

マに、夫を中⼼とした、帰ってから「すぐに実践できる」料理作りを体験してもらう。

▲第2部 ポトフ調理の様⼦

メディアへの露出

参加者のコメント
 普段、話すことがない（話題にのぼらない?!）家事のことを話題にする機会を持ててよかった。

都度意⾒を出し合う、⾒直す時間を定期的に設けたいと感じました。
 話し合ってみたことで、パートナーが意外と好きだった家事があり、良い気づきになりました。

⽇本テレビ、TOKYO MXのほか、
WEB媒体4社が取材

（アンケートより）

▲第1部 ワークショップの様⼦



若年層夫婦をターゲットとした広報展開について
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『「働く」と「⼦育て」のこれから、
を考える〜WORKO!2016』

でのセミナー実施ら、を考える

11⽉6⽇(⽇)

主 催 ： 朝⽇新聞社
後援・協⼒ ： 内閣府

「トークショー
イマドキ夫婦の共働きライフ」

でのセミナー実施ら、を考える

10⽉30⽇(⽇)

主 催 ：読売新聞社
後援・協⼒ ： 内閣府

「ファザーリング全国⼤会in
やまがた」

でのセミナー実施

11⽉11⽇(⾦)〜12⽇(⼟)

主 催 ： ⼭形県、ＦＪ⼭形
後援・協⼒ ： 内閣府

・イベント概要： メインシンポジウム、各協賛社分科会
・実施場所 ： ⼭形国際交流プラザ
・実施内容 ： 「⼆⼈で叶えるライフとキャリア イマドキ

夫婦のための家族⼒UP!ワークショップ」
（定員100名、90分）

・イベント概要：協賛社セミナー・体験ブース・物販 他
・実施場所 ：YUITO野村コンファレンスプラザ⽇本橋
・実施内容 ：「明⽇からできる我が家の家事育児作戦会議」

（定員100名、30分×2回）

・イベント概要：協賛社商品使⽤の料理デモンストレーション、
トークセッション 他

・実施場所 ：渋⾕ヒカリエ
・実施内容 ：「『○○家作戦会議』を活⽤した家事シェアセミナー」

（定員40組80名、20分）

主催ワークショップを⽪切りに、夫婦が本⾳で話せる魔法のシート「○○家作戦会議」を活⽤し、
「男性の家事・育児」に係る若年層夫婦をターゲットとしたセミナーを短期に集中して開催。
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◀読売新聞（10⽉12⽇掲載）

▲ファザーリング全国フォーラム
（ホームページ掲載画⾯）

▲朝⽇新聞DIGITAL
（ホームページ掲載画⾯）


